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社会福祉実践における社会福祉士の独立の意義
天間　淳平
　本研究は、先行研究より、独立型社会福祉士の特徴
として 9 つのポイントとしてあげたうえで、さらに、
他にもあげられるような独立型社会福祉士の特徴と、
専門職制度の歴史的経緯を比較し、両者の関連性をみ
ることを通して、どのような意義や意味があるかにつ
いてなど独立型実践の本質的な意義について検討する
ことを目的とした。研究方法として、文献研究により、
ソーシャルワーカーの誕生から現在の専門職制度まで
を整理し、既存組織所属社会福祉士と比べ、独立型実
践の意義について明らかにした。そのことにより、措
置制度から契約制度に至るなかでの、社会福祉専門職
のジレンマが、あらためて社会福祉実践の本質につい
て考えさせられる契機となったことが分かる。そして
様々なクライアントの課題に対して、乗り越えるため
の独立型実践の志向であったことがわかった。
　また、社会福祉士の専門職制度の政治的理由による
早急な創設による未熟さがみえた。しかし、反省的実
践家というように、そういった中でも社会福祉士は、
ジレンマを抱えながらも、クライアントとともにより
本質的でより複合的な問題に立ち向かう実践を遂行し
ていた。そして、既存施設に所属する社会福祉士とと
もに連携することにより、フォーマルな社会資源とイ
ンフォーマルな社会資源を最大限活用できる可能性に
ついて確認することができた。
自立度の高い認知症高齢者のケアの視点
―特別養護老人ホームにおける認知症高齢者の
　　　　　行動分析とケアプランを通して―
松橋　朋子
　本研究は、特別養護老人ホーム（以下、特養）に入
所している「自立度の高い認知症高齢者」の生活行動
分析から介護職員のかかわりの特徴とケアの視点を明
らかにし、認知症高齢者のケアの質の向上に寄与する
ことを目的とした。研究 1 は、「自立度の高い認知症
高齢者」のイメージとケアの意識を明らかにするた
め、特養の介護職員に質問紙調査を実施した。結果、
「自立度の高い認知症高齢者」のイメージは、自己の
見当識、過去の記憶、言語能力が保持され、自立可能
な人格の維持、意思・意欲の維持が重要な指標と考え
られていた。ケアの意識は、ケアの根拠や見極めが不
十分であるという自覚が明らかになった。
　研究 2 は、「自立度の高い認知症高齢者」の生活と
介護職員のかかわりの方法を把握するため、利用者に
非参与観察を行った。結果、食堂にいる時間が最も多
く、昼食が配膳されるまでの余暇時間を過ごす場所と
なっていた。介護職員の声かけは、「会話声かけ」と「行
動声かけ」の 2 つの視点から、見守りは、「観察」、「必
要時一部介助」、「必要時全介助」の 3 つの視点から捉
えられ、声かけは「行動声かけ」の割合が多く、介護
職員の働きかけが利用者の反応を引き出すきっかけと
なり、利用者も介護職員からの声かけに期待をもって
いることが示唆された。
　研究 3 は、「自立度の高い認知症高齢者」のケアの
実践過程とケアの視点を明らかにするため、介護職員
に半構造化面接を行った。介護職員が大切にしている
点として、「利用者の尊重」、「身体的問題への配慮」、
「安全面の確認」があげられた。これらを基本に、声
かけと見守りを通じて、利用者の理解を進めるなどの
心がけが実践に反映されていることが確認され、精神
面に対するケアの効果も認識して行われていることも
確認された。
　以上から、ケアの重要な部分は、声かけや見守りを
通したコミュニケーションであることが明らかにな
り、一人ひとりの利用者により長く深く介護職員が付
き添うことの意味が見出された。
